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1.はじめに  

道路拡幅計画に伴い，交差する線路を支持する架

道橋の撤去・新設が必要となった．新設架道橋は，道

路の車線数の増加により，既設架道橋よりも橋長が

長くなるだけでなく，スパンも長くなる．一方で，鉄

道の縦断線形や道路の建築限界により，上床版の厚

さに制約を受ける． 

当稿では，制約条件下で構造を成立させるために

FEM 解析を行い，上床版の構造形式を検討した結果

を報告する． 

2.解析条件 

2.1 構造形式  

新設架道橋は図-1に示すように 1 層 4 径間のボッ

クスカルバートで，橋長は 44.4m，幅員は 11.85m，

最大スパンは純スパン 14.0m となる．当初は桁式橋

りょうとする案も検討していたが，コスト，工程，維

持管理の面で函体形式を採用した．  

函体構造は，上昇版の厚さを 750 ㎜とし，PC 鋼材

により緊張力を与えた構造を計画していた．しかし，

道路管理者から道路勾配を抑制できる構造を要望さ

れたため，道路建築限界を侵さない上昇版厚 500 ㎜

以下とする必要があった． 

2.2 解析ケース  

上床版を厚さ 500mm とした場合にどのような応

力状態となるかを確認するため，RC 構造で解析を実

施した（解析①）．また，解析①で発生応力が大きく，

過密配筋となることが想定されたため，高欄の幅を

増加させ上床版の剛性に高欄の剛性も加味した場合

に応力状態がどう変化するか確認するための解析を

実施した（解析②）．さらに，解析②の状態に対し，

プレストレスを付与することで応力を制御すること

が可能か確認するための解析も実施した（解析③）． 

3.解析結果 

3.1 解析①上床版 500 ㎜厚  

上床版厚を厚さ 500 ㎜の RC 構造として FEM 解析

を行ったところ，図-2 に示すように最大スパンの第

3 径間において上床版支点部上面の線路方向の引張

縁応力が卓越した．引張縁応力の卓越に伴いスラブ

が過密配筋となる恐れがあった． 

3.2 解析②上床版 500 ㎜，高欄剛性増 

引張応力低減を目的として，表̶1 に示すように高

さ 1.0m の高欄の幅を 1.0m に拡幅して，高欄の剛性

を上床版の曲げ剛性に加味した下路桁のような形状

で改めて FEM 解析を実施した．断面剛性の増加に伴
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図-1 架道橋概要図

線路方向縁応力（引張のみ着色）

線路直角方向縁応力（引張のみ着色）

図-2 解析①発生縁応力度
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い，図-3 に示すように線路方向の発生縁応力は軽減

される傾向がみられた．一方で下路桁の挙動に近づ

いたため，スパン中央付近下面の線路直角方向の引

張縁応力は増加する結果となった． 

3.3 解析③上床版 500 ㎜，高欄剛性増，緊張

下路桁状の形式において線路方向上面と線路直角

方向下面それぞれの引張応力の低減を目的として，

PC 鋼材を配置した状態の FEM 解析を実施した．線

路方向は高欄及び上床版に，線路直角方向は上床版

に PC 鋼材を配置した．なお，解析における PC 鋼材

の種類や配置は，表-2 に示す条件を想定した（その

他の条件は，σpi=1,250N/mm²，μ＝0.15，λ=0.002，η=0.9
を想定）．

FEM 解析の結果，図-4に示すように線路方向上床

版上面および線路直角方向上床版下面のいずれも圧

縮域となった．よって，プレストレスを付与すること

で，発生する引張応力を制御することが可能である

ことを確認できた． 表-2に示すような横締めケーブ

ルを 2 段配置とする等の詳細な構造については今後

検討を進める． 

4．まとめ 

500 ㎜の床版のみでは，発生応力が卓越してしまう

が，高欄幅を増加させて上床版の剛性に加味するこ

とで発生応力を低減可能であることが確認できた．

また，高欄や床版にプレストレスを付与することで

発生応力をより低減させることが可能であることも

確認できた． 

当解析結果をもとに，詳細設計においては景観性

や施工性も加味して構造の最適化を図る． 

表-1 上床版の断面形状

()内は当初形状に対する比率を示す
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図-3 解析②発生縁応力度
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表-2 解析③PC 鋼材種類と配置
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図-4 解析③発生縁応力度
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